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パープルリボン大作戦
小中学生の視点で、性被害をなくせるよう働きかける、等
身大のアクション。

ビジョン
同年代の女の子が自分自身を大切にし、嫌なことは
「いや！」とはっきり言える勇気を持つこと。

活動の成果
はじめは小学生の性被害に「気持ち悪い」「怖い」等の声
が上がったが、ワークショップ後「嫌だとはっきり言おう
と思う」「パープルリボンヘアピンをつけると勇気がもて
そう」と、自分自身を守る意識が高まった。

今回の活動は市の広報誌に取り上げられ、市民に活動を
知ってもらうことができた。

今後はわかりやすい表現で絵本にまとめ、多くの人に情
報を発信したい

活動内容
・女性や子ども対象の講座に参加し、パープルリボンについて調
べた。
・看護師を講師に招き、小学生向けのワークショップを開催して
学んだ。
・同年代の女の子へのメッセージと、パープルリボンをイメージ
したヘアピンを考案。
・パープルリボン運動について紹介し、ヘアピンとカードを手渡
した。

活動をはじめるきっかけ
コロナ禍においてインターネットは急速に身近なもの
となり、SNSで知り合った大人から小学生が性被害
を受ける事件が増えていることを知った。同年代の女
の子にこの事を伝えるべきだと思った。
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メディアリテラシー視点を取り入れた
性教育を実現したい
一人の少女から、性教育改革！先生への相談の過程で意
思疎通の失敗を経て、ガールスカウトで学んだ広い視野の
性教育を中学生の授業で実現！

活動をはじめるきっかけ
レンジャーオンラインミーティングで「包括的性教育」を
学び、10代が性情報について正しい情報の選択がわか
らないという問題を知った。そこで、批判的思考やメ
ディアリテラシースキルを性教育と絡めることで、一人
ひとりが自分で情報を判断し、性についての正しい知
識を得る一つの側面になるのではないかと考え活動を
始めた。

活動の成果
-生徒から「自分の偏見に気づいた」「自分の体を守
るためにどのような知識を持てばいいのか、どう
いう固定観念のもとで生きていたのかが分かった」
–先生から「この授業は性に関することを話し合え
る雰囲気があった。生徒たち自らがバイアスに気づ
き、理解を深めた」

活動内容
・ガールスカウト日本連盟事業「レンジャーオンラインミーティ
ング」にてアドボカシー活動を計画
・アドボカシー活動を団内で報告
・保健体育科の教諭に包括的な性教育の授業内容を提案
・授業用スライドの作成、中学一年生約160人に向けてスライ
ドを用いた授業の実施
・生徒にアンケート、先生にインタビューを実施
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ビジョン
性教育に関する正しい知識を得て自分のからだを
守れる社会
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私たちにできるSDGs ～給食牛乳ス
トローレスキャンペーン～
小学生が学校、市を変えた！クラスや学校全体に共感・納
得・アクションを促した「楽しめる取り組み化」「成果の可
視化」に注目！

活動をはじめるきっかけ
ガールスカウト集会で観た、ドキュメンタリー映画『マイクロ
プラスチック・ストーリー～ぼくらが作る2050年～』内で
あった「プラスチックゼロ給食」という活動をもとに、給食牛
乳ストローをなくせないか考えた。

活動の成果
各小学校でストローを撤廃。柏市でもプラスチッ
ク削減と環境問題への意識向上のために、小学校
給食用牛乳のストローレス化を決定。

Yさん（当時小学5年生）
クラス

・ポスターを作成・掲示、呼びかけ
全校

・各クラスにポスターを掲示、呼びかけ
・保護者へ手紙を配布

2023年3月
各学校で給食牛乳パックストロー撤廃が決定
ガールスカウト千葉県連盟で活動内容を報告

Mさん（当時小学6年生）
クラス

・ストローを減らす数の目標を立て、経過をグラフに表す
達成したらレクをおこなう
全校

・教員全員、児童会、給食センターの承認を得る
・実験的にストローを2週間撤廃、実施したクラスへ賞状を
授与
・給食委員で動画を撮影、配信
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ビジョン
「人間が出すものが他の生物の害にならない世界」
や「海の生物などと仲良く暮らせる世界」
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